
鶴
岡
市
農
業
振
興
協
議

会
（
会
長
・
榎
本
政
規
市

長
）
の
臨
時
総
会
が
２
日
、

グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
で

開
か
れ
、
平
成

年
産
米

28

の
生
産
調
整
の
配
分
を
決

め
ま
し
た
。

昨
年
産
米
か
ら
始
ま
っ

た
、
米
の
需
給
安
定
の
た

め
の
「
自
主
的
取
組
参
考

値
」
が
国
か
ら
示
さ
れ
、

こ
の
達
成
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
決
め
ら
れ

ま
し
た
。

地
域
で
異
な
っ
て
い
た

作
付
率
を
平
成

年
度
か

24

ら
段
階
的
に
調
整
し
、
平

成

年
産
米
か
ら
全
市
一

28
律
と
な
り
、
均
等
配
分
作

付
率
は

・
３
％
に
統
一

56

さ
れ
、
大
規
模
加
算
（
７

以
上
）
や
環
境
加
算
（
有

ha機
・
特
栽
）
が
な
け
れ
ば

均
等
配
分
だ
け
と
な
り
、

・
７
％
の
減
反
率
で
す
。

43地
域
差

縮
ま
る

「
自
主
的
取
組
参
考
値
」

の
作
付
率
は
鶴
岡

・
４

58

％
か
ら
温
海

・
７
％
ま

56

で
４
割
を
超
え
る
減
反
と

な
り
、

年
産
と
比
べ
藤

27

島
△

％
、
羽
黒
△

、

2.0

1.3

櫛
引
△

％
、
朝
日
△

1.1

0.9

％
、
鶴
岡
△

％
、
温
海

0.7

＋

％
と
な
り
、
減
少
率

0.3
で
は
藤
島
地
域
が
最
も
大

き
く
な
り
ま
し
た
。

年
前
の
平
成

年
産

10

19

米
と
比
較
す
れ
ば
、
藤
島

で
△

・
８
％
も
作
付
率

16

が
減
少
し
、
地
域
差
は
19

年
度
の

・
９
か
ら
１
・

14

７
ポ
イ
ン
ト
に
大
き
く
縮

ま
り
ま
し
た
。

産
地
交
付
金
は
、
重
点

作
物
助
成
で
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
追
加
し
、「
中
山
間
地

域
作
物
助
成
」
が
新
設
さ

れ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ミ

ョ
ウ
ガ
、
ニ
ラ
に
当
初
７

０
０
０
円
（
上
限
１
万
円

／

㌃
）、
山
菜
の
面
積
要

10
件
を

㌃
以
上
か
ら
５
㌃

10

以
上
に
緩
和
し
ま
し
た
。

2016年２月14日
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（月１７７円程度）
2月 13人 20,754円
1月 41人 55,832円

栄
島
小
学
校
に
勤
務
さ
れ

た
。
中
橋
か
ら
の
通
勤
は

大
変
だ
っ
た
の
で
八
色
木

の
鈴
木
五
郎
衛
門
さ
ん
に

下
宿
し
た
。
当
家
の
五
郎

吉
さ
ん
は
村
長
で
教
育
に

熱
心
な
人
で
、
教
育
は
人

な
り
の
思
い
で
優
秀
な
教

師
を
招
聘
し
た
東
田
川
郡

し
よ
う
へ
い

内
き
っ
て
の
名
村
長
で
あ

っ
た
。

何
度
読
ん
で
も
素
晴
ら

し
い
校
歌
で
あ
る
の
で
掲

載
し
た
い
。

一

い
や
栄
ゆ
く
八
栄
島

の

学
び
の
庭
に
学
ぶ
児

よ

勅
（
み
こ
と
）
か
し

こ
み
身
を
錬
へ

心
を
磨

き
す
す
み
行
け

二

山
は
高
く
水
清
き

豊
か
な
る
地
に
住
め
る
児

よ

も
て
る
純
心
（
ま
ご

こ
ろ
）
う
し
な
わ
で

世

に
遅
れ
ず
に
進
め
よ
や

戦
後
、
「
勅
か
し
こ

み
」
が
軍
国
主
義
で
あ

る
と
の
事
で
「
教
え
を

守
り
」
に
変
え
ら
れ
た
。

八
栄
島
小
学
校
の
校
章

と
校
歌
①

校
章
は
凌
霄
花
（
ノ
ウ

ゼ
ン
カ
ツ
ラ
）
で
あ
る
。

八
栄
島
小
学
校
は
明
治

９
年
、
八
色
木
半
澤
進
宅

（
現
当
主
正
昭
氏
）
に
設

立
さ
れ
、
翌

年
凌

霄

り
よ
う
し
よ
う

10

小
学
校
と
改
称
し
た
。

花
は
夏
の
暑
さ
に
も
負

け
ず
天
に
向
か
っ
て
咲
き

誇
る
た
く
ま
し
く
子
供
た

ち
に
勤
勉
努
力
を
教
え
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

校
歌
は
大
正

年
上
野

13

元
三
郎
先
生
作
詞
、
須
貝

と
き
を
先
生
作
曲
で
あ
る
。

上
野
先
生
は
、
旧
黄
金

村
中
橋
の
農
家
の
生
ま
れ

で
山
形
師
範
学
校
に
進
ん

だ
文
学
青
年
で
あ
っ
た
。

当
時
「
稗
史
」（
中
国
の

は
い

し

小
説
）
を
読
む
べ
か
ら
ず

と
し
て
い
た
師
範
学
校
で

ひ
そ
か
に
小
説
を
書
き
、

原
級
留
置
（
留
年
）
の
処

分
を
受
け
た
先
生
で
あ
っ

た
。新

卒
後
か
ら

年
間
八

11

平成28年産米に係る地域別生産数量目標及び作付率(案)

台帳面積 

　(ha)

配分基
準単収

（kg/10

a）

生産数量目標(トン)
生産数量目標（トン） 

（均等分）
自主的取組参考値

面積換算 作付率 面積換算 作付率 面積換算 作付率 

　(ha) 　(％) 　(ha) 　(％) 　（ha） 　(％)

① ② ③ ④=③/② ⑤=④/① ⑥ ⑦=⑥/②⑧=⑦/① ⑨ ⑩=⑨/②⑥=⑩/①

鶴岡 6,055 603 21,566 3576 59.0 20,573 3,411 56.3 21,333 3,537 58.4

藤島 3,391 609 12,176 1,999 58.9 11,636 1,910 56.3 12,045 1,977 58.3

羽黒 2,748 575 9,281 1,614 58.7 8,906 1,548 56.3 9,181 1,596 58.0

櫛引 1,779 592 6,157 1,040 58.4 5,935 1,002 56.3 6,091 1,028 57.7

朝日 904 554 2,927 528 58.4 2,823 509 56.3 2,896 522 57.7

温海 641 513 1,889 368 57.4 1,854 361 56.3 1,869 364 56.7

合計等 15,518 593 53,996 9,125 58.8 51,727 8,741 56.3 53,415 9,024 58.1

※１．本表は、慣行栽培を基準に作成しているものであり、減収カウント面積を含みません。

※２．県から示された換算面積9,333haと本表の換算面積の合計9,125haの差208haが減収カウント面積相当分となります。

※３．面積換算は小数点第1位を、率は小数点第2位切り捨てしています。

※４．各地域の自主的取組参考値は、本協議会に示された53,415トンを各地域の生産数量目標のシェアで按分しています。

水稲作付率の調整状況（参考値）2016.2.2市農業振興協議

鶴岡 藤島 羽黒 櫛引 朝日 温海 全市

H23 65.5 68.6 64.4 63.5 64.1 55.4 65.3

H24 65.2 67.9 64.5 63.8 64.0 57.1 65.1

H25 65.6 67.8 65.0 64.4 64.6 59.1 65.5

H26 62.9 64.3 62.3 62.0 62.0 58.3 62.8

H27 60.0 61.3 60.2 59.8 59.5 57.3 60.2

H28 59.0 58.9 58.7 58.4 58.4 57.4 58.8

※本表は、均等配分に係る作付率に傾斜配分を加味した作付率である。

大規模加算　　　2012.01.31鶴岡市農業振興協議会

区分 平野部 中山間部
加算割合(％)

H24 H25 H26 H27 H28

区分Ａ 7～10ha - １ ２ ３ ３ ３

区分Ｂ 10～15ha 4～7ha ２ ４ ６ ６ ６

区分Ｃ 15～20ha 7～10ha ３ ６ ９ ９ ９

区分Ｄ 20ha～ 10ha～ ４ ８ １２１２ １２

環境加算

加算割合(％) １ ２ ３ ５ ５

10年前と比べた米の作付率

H28 H19 増減

鶴岡 58.40% 70.70% -12.30%

藤島 58.30% 75.10% -16.80%

羽黒 58.00% 67.30% -9.30%

櫛引 57.70% 66.10% -8.40%

朝日 57.70% 62.10% -4.40%

温海 56.70% 60.20% -3.50%

合計 59.20% 69.60% -10.40%

※H28は自主的取組参考値



私
と
繋
が
る
縁
で
阿
部

あ

べ

正
雄（
１
９
１
５(

大
正
４)

ま
さ

お

年
～
２
０
０
２(

平
成

)14

年
）
が
お
り
、「
こ
ん
な
生

涯
ー
私
と
治
安
維
持
法
」

と
い
う
手
記
を
遺
し
て
い

る
。酒

田
市
片
町
（
当
時
は

松
嶺
町
）
の
地
主
の
家
の

８
人
兄
弟
の
７
番
目
の
子

と
し
て
生
ま
れ
た
。

地
元
の
小
学
校
を
出
て

進
学
し
た
旧
制
鶴
中
３
年
、

昭
和
６
年
７
月
に
満
州
事

変
。
人
並
み
以
上
の
愛
国

少
年
で
、
軍
事
教
練
な
ど

を
指
導
す
る
配
属
将
校
に

も
可
愛
が
ら
れ
た
記
憶
が

残
っ
て
い
る
。

旧
制
中
学
４
年
で
旧
制

山
高
に
合
格
し
た
が
、
そ

の
頃
か
ら
家
運
が
傾
き
始

め
進
学
を
断
念
。
酒
、
煙

草
、
授
業
サ
ボ
リ
の
状
態

で
公
園
の
ベ
ン
チ
に
腰
掛

け
、
当
時
左
翼
論
調
の
濃

か
っ
た
中
央
公
論
や
改
造

な
ど
の
雑
誌
を
読
ん
で
い

た
。そ

の
後
東
京
外
語
専
門

学
校
の
ス
ペ
イ
ン
語
科
に

入
学
し
、
昭
和

年
卒
。

12

７
月
酒
田
で
の
徴
兵
検
査

で
丙
種
合
格
。
南
千
住
の

電
気
会
社
に
中
卒
の
資
格

で
モ
ー
タ
ー
の
コ
イ
ル
巻

き
工
と
し
て
５
年
勤
務
。

工
場
の
昼
休
み
な
ど
に
、

仲
間
達
に
「
現
下
の
戦
争

は
大
本
営
発
表
や
新
聞
報

道
と
は
違
う
」
批
判
的
意

見
を
言
っ
た
り
、
仲
間
達

と
同
人
誌
を
創
刊
し
た
り

し
て
い
た
。

昭
和

年
８
月
の
或
る

18

朝
早
く
３
人
の
特
高
が
ア

パ
ー
ト
に
踏
み
込
ん
で
来

た
。
そ
の
時
か
ら
ブ
タ
箱

（
警
察
署
の
留
置
場
）
へ
、

次
は
身
柄
を
亀
有
署
に
移

さ
れ
た
。

交
友
関
係
に
つ
い
て
し

つ
こ
い
質
問
に
「
わ
か
ら

な
い
」
と
答
え
る
と
拷
問

専
門
の
特
高
ら
し
い
体
格

の
い
い
の
が
自
分
を
正
座

さ
せ
て
革
の
靴
の
ま
ま
太

股
に
上
っ
て
思
い
っ
き
り

踏
み
付
け
た
り
、
色
々
な

形
の
拷
問
を
加
え
ら
れ
、

あ
ま
り
の
苦
痛
に
失
神
す

る
と
特
高
２
人
に
担
ぎ
上

げ
ら
れ
、「
今
日
は
こ
れ
ま

で
だ
」
と
雑
居
房
に
ど
し

ん
と
放
り
込
ま
れ
る
。

昭
和

年
５
月
豊
多
摩

20

刑
務
所
へ
。
東
京
大
空
襲

が
あ
り
、
獄
窓
に
舞
い
散

る
火
の
粉
が
飛
び
込
ん
だ
。

翌
６
月
第
３
回
公
判
で

懲
役
３
年
の
判
決
。
直
後

秋
田
刑
務
所
に
移
送
。
８

月

日
の
敗
戦
に
よ
り

15

10

月
８
日
釈
放
。

月

日

10

15

治
安
維
持
法
廃
止
。

こ
の
法
律
で
７
万
人
が

検
挙
さ
れ
約
６
千
人
を
起

訴
し
て
い
る
。
拷
問
、
虐

待
、
病
気
な
ど
で
１
６
０

０
人
以
上
が
死
亡
。
治
安

立
法
は
必
ず
拡
大
し
、
運

用
さ
れ
る
危
険
を
常
に
孕は

ら

ん
で
い
る
。
十
分
警
戒
し

監
視
し
て
行
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。（
つ
づ
く
）

※
（
鶴
岡
市
議
会
で
は

２
０
１
４
年
６
月
議
会
に

６
回
目
の
「
治
安
維
持
法

犠
牲
者
国
家
賠
償
法
（
仮

称
）
の
制
定
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
に
関
す
る
請

願
」
が
提
出
さ
れ
、
不
当

に
も
新
政
、
市
民
、
政
友

・
公
明
会
派
の
反
対
で
不

採
択
。
共
産
党
と
田
中
宏

議
員
が
賛
成
。）

老
人
ク
ラ
ブ
の
鱈
汁
会

我
が
集
落
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
鱈
汁
会
は
、
必
ず
学

習
を
し
て
お
り
、
毎
年
、

医
療
生
協
に
内
容
は
お
ま

か
せ
に
し
て
い
る
。
今
年

は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
の
菅
原
課
長
さ
ん
か

ら
高
額
医
療
費
、
市
民
税

の
状
況
に
よ
っ
て
は
減
額

認
定
証
を
貰
う
こ
と
に
よ

っ
て
低
額
で
医
療
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
習
っ
た
。

▲
分
か
り
易
く
評
判
が
良

か
っ
た
し
、
い
く
つ
か
質

問
が
出
さ
れ
た
が
、
介
護

保
険
は

歳
か
ら
徴
収
さ

40

れ
て
い
な
が
ら
い
ざ
自
分

が
使
い
た
い
時
に
は
順
番

待
ち
だ
と
い
う
こ
と
で
は

困
る
じ
ゃ
な
い
か
、
と
憤

り
の
声
が
出
さ
れ
た
。

▲
社
会
の
制
度
上
で
お
か

し
い
と
こ
ろ
は
沢
山
あ
る
。

今
出
さ
れ
た
こ
と
も
含
め

て
「
社
会
保
障
を
良
く
す

る
会
」
と
い
う
も
の
を
組

織
し
て
、
庄
内
の
首
長
と

年
１
回
、
団
体
で
話
し
合

い
を
持
っ
て
い
る
。
私
た

ち
も
取
り
上
げ
る
が
、
み

な
さ
ん
も
機
会
が
あ
っ
た

ら
声
を
出
し
て
行
き
ま
し

ょ
う
、
と
話
さ
れ
た
。

▲
昔
、
ム
ン
ジ
ン
と
言
っ

て
仲
間
同
士
で
金
を
だ
し

順
番
が
来
た
ら
自
転
車
が

買
え
た
も
ん
だ
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
が
、
今
の
介

護
保
険
は
若
い
時
代
か
ら

お
金
を
取
り
な
が
ら
、
必

要
な
と
き
に
は
使
え
な
い
、

と
ん
で
も
ね
ー
制
度
だ
ゼ
。

▲
国
保
税
が
大
き
く
上
が

る
の
は
何
故
な
ん
だ
と
出

さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
俺
が

答
え
ろ
と
い
う
の
で
。

▲
一
番
は
国
が
か
つ
て
は

数
％
出
し
て
い
た
が
今

40は

数
％
だ
。
合
併
前
は

20
藤
島
が
安
か
っ
た
。
近
い

う
ち
県
一
本
で
の
算
定
に

な
る
と
い
う
。
広
域
に
な

る
と
益
々
高
く
な
る
が
、

人
工
透
析
が
一
人
増
え
る

と
数
１
０
０
万
円
必
要
と

な
る
と
い
う
か
ら
、
大
き

な
病
気
に
罹
ら
な
い
よ
う

に
し
よ
う
、
と
。
元
気
で

な
く
ち
ゃ
ダ
メ
。
元
気
で

老
人
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
よ

う
、
と
い
う
こ
と
。（
石
川
）

も
活
気
づ
い
た
よ
し
凄
い

で
す
ね
。
こ
れ
ぞ
共
産
党

で
す
。」
と
メ
ー
ル
し
た
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。
励
ま
し
の
メ
ー
ル
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
青
山

家
の
皆
様
と
の
お
付
き
合

い
が
、
下
地
に
な
っ
て
私

の
現
在
が
あ
り
ま
す
。
同

志
と
し
て
の
信
頼
を
ま
す

ま
す
深
く
し
て
と
も
に
頑

張
っ
て
行
き
た
い
！
…
裏

打
ち
が
な
い
と
い
い
加
減

な
自
分
の
想
像
だ
け
で
は

書
け
ま
せ
ん
の
で
、
本
郷

さ
ん
に
バ
ソ
コ
ン
で
根
拠

と
な
る
情
報
を
調
べ
て
も

ら
い
自
信
を
も
っ
て
書
か

しんぶん赤旗２月６日付

さ
ん
の
活
動
が
、
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
２
月
６
日
付
東
北

ペ
ー
ジ
欄
で
大
き
く
報
道

さ
れ
た
。

早
速
「
い
つ
出
る
か
と

待
っ
て
い
た
ら
…
写
真
と

折
り
紙
・「
か
ね
ち
ゃ
ん
だ

よ
り
」
入
り
の
記
事
拝
見
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
郷
さ
ん
（
共
産
党
地
域

後
援
会
長
）
が
言
う
〈
ま

さ
に
行
動
力
の
人
〉
で
私

も
全
く
脱
帽
で
す
。
支
部

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

勉
強
に
な
り
ま
す
。
民
報

藤
島
・
本
郷
さ
ん
の
後
押

し
を
こ
の
身
い
っ
ぱ
い
に

受
け
何
と
か
長
続
き
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

と
す
ぐ
メ
ー
ル
が
来
た
。

兼
平
さ
ん
は
昨
年

月
10

入
党
、
ニ
ュ
ー
ス
「
か
ね

ち
ゃ
ん
だ
よ
り
」
は
こ
れ

ま
で
５
号
、
手
製
の
折
り

紙
を
添
え
て
署
名
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
支
部
も
２

６
０
人
の
署
名
を
集
め
て

い
る
と
い
う
。

本
紙
１
月

日
号
で
少
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し
紹
介
し
た
知
人
・
兼
平


